
森林・林業・木材産業の
生産性革命について

ＮＰＯ法人活木活木（いきいき）森ネットワーク理事長・遠藤日雄

未来投資会議 構造改革徹底推進会合「地域経済・インフラ」会合（農林水産業）（第７回）・
第１１回規制改革推進会議農林ワーキング・グループ合同会合

資料１

1



九州を起点に始まった森林・林業・木材産業の生産性革命
ＮＰＯ法人活木活木（いきいき）森ネットワーク理事長・遠藤日雄

九州はわが国屈指のスギ材産地

• 九州のスギ素材（丸太）生産量
（412万8000㎥）は全国の約
35％のシェアを占める。

• これを原料基盤に大型国産材
製材工場の規模拡大が続く。

• 古い「国産材産地」から「森林・
林業・木材産業クラスター」へ
（国際競争力優先の立地へ）。

国産材丸太輸出量（2017年は97万㎥）
の８割が九州の港から
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日本の森林・林業・木材産業の未来像を描くためには「環太平洋」の視角が不可欠
「環太平洋」の木材需給は米中を焦点とした楕円の形で展開

その「環太平洋」の一角に森林大国日本が浮上ー輸入大国から輸出大国へ
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新国産材ビジネス「複合林産｣型（製材＋集成材＋木質バイオマス利用〈発電・熱〉）
ー①企業完結型、②グループ完結型、③地域完結型ー

• 《中国木材・日向工場：2014年～》

• スギ丸太の大･中･小径木全てを受け
入れ、５０万㎥製材体制を確立（第２
工場建設中、将来は１００万㎥へ）。

• 製材のコンセプト：まずマテリアル利
用、次いでサーマル用。

• １万８０００Ｋｗの木質バイオマス発電
所と熱利用施設の設置。

• 丸太の利用率は１１０～１２０％。

• 国産材製材なのに臨海型（製材品の
海外輸出を視野）。
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国産材資源のフル活用がカギ
日本の現状 ドイツの現状

森林未利用材

製材用材
10,000円/㎥

バイオマス材
5000円/ｔ

製材用材
10,000円/㎥

50％

50％

100％

副産物

チップ 20％製紙
バーク 12％熱利用
おが屑 18％ペレット
⇒ 貴重な資源

製材品

副産物

チップ 製紙用
おが屑 畜産利用
バーク 廃棄処理
⇒ 価値が低い

50％きわめて少数

製材品

50％

立木

丸太

最終利用 25％ 最終利用 100％
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東南アジアから北米へ：志布志港のさらなる発展が期待
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進む森林・林業・木材産業のシームレス化、ＳＣＭ、ロジスティクス
ータマホームを事例にー
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シームレス化によって国産材比率がアップ
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